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『クラスター爆弾なんてもういらない。

　　世界から兵器をなくすみんなの願い』（合同出版）
刊行記念

清水 俊弘 × 小山内 美江子

みんなの願いと選択で、

平和な世界がひらかれる　
2008年12月、ノルウェー・オスロでクラスター爆弾禁止条約の調印式がおこなわれました。クラスター爆弾廃絶に向けた大きなステップとなることでしょう。

クラスター爆弾は、1発の親爆弾から数百発の子爆弾を広範囲に撒き散らす無差別兵器です。子爆弾の多くは不発弾として大地を汚染し続け、市民の命と生活を脅かしています。そんな被害の歴史、生産国と配備国、自衛隊が方針を固持し続ける理由など、知っておきたい基礎知識を本でわかりやすく解説し、その廃絶に尽力してきた著者の清水俊弘さんと、カンボジアなどでのボランティア活動をはじめ、さまざまな平和運動に積極的に参加されているシナリオライターの小山内美江子さんに対談していただきます。

クラスター爆弾による甚大な被害の状況、日本を含めた世界がこの兵器を廃絶していくための道筋や課題、またこの条約の成立にも大きな影響を及ぼした「市民の力」について、地雷禁止日本キャンペーンで兵器廃絶に取り組むお二人のお話にご期待ください。
＜講師紹介＞

■清水俊弘（しみず･としひろ）

日本国際ボランティアセンター（JVC）事務局長、地雷廃絶日本キャンペーン（JCBL）運営委員

1962年東京生まれ。1987年JVCに参加。カンボジア難民・国内復興支援、アフガニスタンなどの緊急対応に携わる。2002年から現職。学習院女子大学大学院、獨協大学非常勤講師。『戦争をしなくてすむ世界をつくる30の方法』（共著、ともに合同出版）『地雷と人間』(岩波ブックレット)などがある。

■小山内美江子（おさない・みえこ）

シナリオライター、「JHP・学校をつくる会」代表、地雷廃絶日本キャンペーン（JCBL）世話人。

1930年横浜生まれ。1962年、NHKテレビ指定席「残りの幸福」でシナリオライターとしてデビュー。

1990年、母親の死と中東の湾岸危機を契機に、執筆の傍ら、国境を越えたボランティア活動をはじめる。2003年には文化庁より文化交流使を任命される。日本シナリオ作家協会会員。国際ボランティア・カレッジ塾長。東京未来大学客員教授。シナリオ代表作：TBS「3年B組金八先生」シリーズ、NHK大河ドラマ「翔ぶが如く」「徳川家康」他多数。
· 会場…8階喫茶にて。入場料1,000円（1ドリンクつき）

· 定員…40名

· 受付…7階カウンターにて。電話予約承ります。
ジュンク堂書店新宿店

TEL.03-5363-1300

（JVC事務局長、JCBL運営委員）　　　（シナリオライター、「JHP・学校をつくる会」代表、JCBL世話人）








